
王研式透気度試験機の測定原理について 
 

１ 王研式透気度試験機の測定原理 

 図１に王研式透気度試験機の概略図を示します。王研式透気度試験機の機構は次の通りです。まず、空気

圧源よりフィルタ、一次減圧弁を経て空気が供給されます。次に精密減圧弁にて定圧室の空気が一定圧力に

保たれます。その空気は、測定ノズルを通過し、さらに上下の測定端に挟まれた試験片を通過して大気に放出

されます。この際に試験片の透気度に応じて測圧室の圧力が決定します。王研式透気度試験機は、この測圧

室圧力をもとに透気抵抗度を理論的に求めます。 

 

 

 

 

 

２ 測圧室圧力 

図２において、（ａ）試験片が完全な透気体であ

って透気抵抗度が０であれば、測圧室圧力ｐ

は大気圧となります。一方、（ｂ）試験片が完全

な不透気体であって透気抵抗度が無限大であ

れば、測圧室圧力ｐは定圧室圧力ｐｃとなりま

す。（ｃ）実際の試験片の透気度は両者の間に

あるので、０～ｐｃの範囲で測圧室圧力ｐが決

定します。 

３ 測圧室圧力と透気抵抗度との関係 

一般に紙や織物のように繊維の絡まった物質

の空気透過性は、その面積と両側の差圧に比

例するとされています。このことから、紙の透

気モデルとして、測定ノズルと同様にＨａｇｅｎ－Ｐｏｉｓｅｕｉｌｌｅの法則に従う層流状態の細管をあてはめることが

できます。また、王研式透気度試験機における流速は小さく連続の法則が適用できます。これらの条件をも

とに導いた測定室圧力と透気抵抗度との関係式は次のようになります。 

                      ｐ  tｋ：透気抵抗度（ｓ）  ｐ ：測圧室圧力 

                    ｐｃ－ｐ  Ｋ：定数（ｓ）  ｐｃ：定圧室圧力 

なお、定数Ｋは測定ノズルの形状、空気の粘性係数、圧力によって決定する値です。測圧室圧力ｐが定圧室

圧力ｐｃの１／２となるときの透気抵抗度 tｋと等しい値です。 

 

 

     （ａ）試験片が完全な透気体（透気抵抗度 ０s）の場合 

 

 

     （ｂ）試験片が完全な不透気体（透気抵抗度 ∞s）の場合 

 

 

     （ｃ）実際の試験片（透気抵抗度 tｋ s）の場合 

            図２ 測定室圧力 
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図 1 王研式透気度試験機の概略図 
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